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開会・会長あいさつ 
 
１．伊勢志摩サミットの開催について 

資料 1-1、1-2を用い、事務局より公式行事関係の報告を行った。 
（意見・質問） 
顧問：成果文書において、海洋ゴミ対処においてのコミットメントがあり、鳥羽にも関わりがあるので、

注視していただきたい。 
 

２．三重県民会議の取り組みについて 
 資料 2-1～2-4を用い、事務局より鳥羽市が関係する県の取り組みの報告を行った。 
（意見・質問） 
委員：サミット協力宿泊施設経営向上支援補助金について、補助額の上限と下限が記されているが、こ

れはどのように決定されるのか。 
事務局：100％補助であり、申請者の申請額により決定される。 
委員：この補助については県の取り組みであるが、市はこの取り組みに並行して予算を組んでいく考え

はあるか。 
会長：宿泊取消等についての補てんのような事は今のところ考えていないが、皆様や市議会からの要請

等により検討したい。 
委員：サミットを活かしていこうという取組を考えている。そういった際には、またよろしくお願いし

たい。 
委員：数社の旅館でかなり損失が出たところがあると聞いているが、そういった責任問題という意味で

はなく、市全体で前向きな取り組みをするなどの検討をお願いしたい。 
委員：この補助を受けるためには、経営計画のステップ 2・3 の提出が必須。商工会議所ではすでに関

係旅館に説明に歩いている。 
 

３．当おもてなし会議の取り組みについて 
資料 3-1、3-2、3-3、3-4 を用い、事務局及び担当委員より鳥羽おもてなし会議の取り組みの報告を

行った。 
（意見・質問） 
委員：伊勢志摩厳選食材フェアの来場者数は何人か。 
委員：全体の来場者数についての資料はない。 
委員：こういうイベントについては、大手旅行会社等への案内を行うと今後の誘客にもつながるので、

今後そういった配慮もお願いしたい。 
 

４．ポスト・サミット対策について 
資料 4-1、4-2を用い、委員間で協議を行った。主な意見・提案は次の通り。 
【「サミット開催地・伊勢志摩」の活用】 
 ・内外に向け、サミット開催地に選ばれた特別感を繰り返し発信。 
 ・国際会議の誘致強化と、鳥羽ならではの特徴ある MICEの研究。 
【観光全般及び国内観光】 
 ・首脳会議開催市として注目された志摩市に観光の重心が動くことへの対処。 
 ・真珠・海女・食文化・答志島等、サミットで注目された素材を地道かつ継続的に情報発信。 
 ・おもてなし会議で PRした素材に足を運んでいただけるような具体的取組。（マップ等） 
 ・警備関係者等へのキャンペーン、継続案内。 
 ・離島観光の振興。 

 【インバウンドの強化】 
  ・全国に 12しかない「国際観光文化都市」としての位置づけ・あり方を再考。 
  ・当おもてなし会議が行った「海外メディア歓迎晩餐会」の継続。 



・外務省とのつながりの強化。 
 ・外客船誘致及び臨時入管の設置。 
【サミットを契機とした産業・文化等の振興】 
 ・大都市圏における物産展の開催。 
 ・鳥羽の真珠の販売促進。 
 ・海女文化ユネスコ無形文化遺産登録活動の加速と漁業としての支援。 
 ・市民の健康づくりとウォーキングのまちの PR促進。（カナダ首相夫妻が散策した青峯山） 
 

５．その他 
 事務局から監事の変更と次回会議について報告があった。 
 

～閉会～ 
 

 


